
グリッドモードによる 

Agilentマイクロアレイの数値化 

FeatureExtraction 11.x以降 
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数値化後にグリッドがず
れていた場合、マニュア
ル操作で数値化を実行で
きます。 
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１. Project 完了後にグリッドに関するWarningが出るの
でYesを押してください>> Gridが保存されます 

 

もしグリッドがずれてしまったスライドが1枚の場合、ステップ３に進んでください。 

グリッドずれが起こったスライドが複数枚の場合、 

ステップ２に進んでいただき、1スライドごとに数値化してください。 
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１. (別法)Project Explorerをセットします 

Project ExplorerにTifイメージ、Grid Name,Protocol Nameを1組だけ（１スライ
ド分だけ）セットします。 

File> New> Standard Projectを選択してください。 
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    2.グリッドモードに入ります 

FE Projectのツリー上で右クリックし、
Open Current Extraction in Grid Modeを選
択します 
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3. Mainグリッドの調整  

3-1)Adjust Main Grid ボタンを押した後全
体のMain Gridをあわせます 
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4. Subグリッドの調整  

4-1) Adjust SubGrid ボタン 

を選択します。 

4-2) SubGridCornerViewにてグリッドの位置
調整を行います 

 

Select Corners and  automatically fit  

Gridボタンが 

・ONになっていた場合、コーナースポットをク

リックすると自動的にサブグリッドがその位置に
きます。 

・OFFになっていた場合マウスを当てると Grid 

カーソルが表示されます。右クリックを押しなが
らグリッドを移動し位置を調整します 

 
Sub Grid Corner 

View 

Main Grid 
View 
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Skew 

4-3) グリッドに傾斜をつける必要がある場
合、Skew アイコンをONにしてグリッドの角
度変更を行います 

 

 

 

①サブグリッドの済みにマウ
スをあてると下記のSkew印
が表示されます。 

②この印が出たら左ク
リックを押しながらサブ
グリッドを変形させます 
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5. グリッドファイルの保存 
すべてのサブグリッドをあわせた後 

画面右上のGrid画面のCloseｘボタンを押します（Windows7の場合、
File>Save Gridを押すと エラーを起こすので必ずこの方法で閉じてください） 

Gridファイルを上書きするかどうか尋ね
るボックスが表示されますので、Yesボタ
ンを選択します 
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すでに保存したグリッドがGrid欄に入っています。 

6-1) Project Propertiesタブの Overwrite 

Previous ResultsをTrueに変更してください。 

6. Feature Extractionの実行 

6-2) Projectのスタートボタンを押してください 


